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はじめに

カーシュガル・ハーン家とベグ達

一一17世紀中葉の東トルキスタン一一

津 田 稔

15世紀中葉から16世紀初に亘り，中央アジアの草原地帯においてウズベ

ク・カザフ・キルギズ・オイラトら遊牧諸勢力が興隆し，チャガタイ・

ハーン家の系譜を引くモグーリスターン・ハーン家のハーン達は，その

情勢下セミレチェの草原地帯からタリム盆地オアシス地帯へ移動した。彼

らはトゥルファーン方面とタリム盆地北辺に遷ったが， 1514年にカーシュ

ガルに進出したサーイード・ハーン Sa‘rdKhanの子孫，すなわちカーシ

ユガル・ハーン家は16世紀の末にトゥルファーン方面に東進し，タリム盆

地オアシス地帯のほぼ全域をその支配下に置いたのである。以後カーシュ

ガル・ハーン家はヤールカンドを中心とする西部ハーン家とトゥルファー

ン方面の東部ハーン家に事実上分裂した。そして，後者のアブドウツラー

・ハーン‘AbdAllah Khanは17世紀中葉に西部ハーン家を圧倒し，ヤー

ルカンドに進出してタリム盆地西半部を手中に収めた。彼は以後ほぼ30年

間ハーン住にあり，歴代カーシュガル・ハーンに比較して長い治世を誇っ

たのである。

17世紀中葉の東トルキスタンにおいては，カーシュガル・ハーン家とイ

スラーム神秘主義教団であるカーシュガル・ホージャ家とが支配層の最上

層に位置していたと考えられている九しかし，両者の政治権力の実態は

具体的に十分解明されていない。本稿は前者カーシュガル・ハ←ン家の政
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治力についてその具体相を提出する事を目的にしている。すなわち， G. 

Raquette氏紹介の所謂「ワクフ文書」がアブドウツラー・ハーンの子に

ヤルリグ

よって発布された敷令である事を確認し，その歴史的位置づけを行ない，

当時の時代背景を政治史的に跡づけたいと思う。

ここで，本稿第E章の主要な史料的根拠となる〈シャー・マフムードの

歴史〉（仮題） Shah Ma~mud bin M"irza Fal},il Choras Tarzkh～ Ta'-

rzkh-i Shah Ma抑制 binMlrza Fa<J,il Joras（仮題）（引用箇所はTShM

の略号で示す）の史料的価値について述べておきたい。この史料の存在は

ソ連邦研究者の引用・部分訳2）等により夙に知られていたが，その利用に便

ならざる所があった。然るに，近年0.φ.AKHMYIDKHH氏は史料学的研究と

訳文・訳注等を付けで，その校訂テキストを公刊し，利用の便に供した九

〈シャー・マフムードの歴史〉に引かれた最後の日付は，アブドウツラー・

ハーンの2代f愛のハーン，イスマーイール・ハーン Isma‘fl Khanがヤー

ルカンドで即位したヒジュラ暦1080年 dhiial-qa‘da月11日月曜日／西暦

1670牛4月2日である（TShM,p. 99）。 AKH.MYIDKHH氏の研究に依ると，同

史料は1673年初頭から1676年夏までの聞に書かれた針。作者は，同史料に明

言されている通り（TShM,p. 9), Shah Ma~mud ibn Mfrza F吋ilChoriis 

である。彼の生没年は知られないが， 17世紀20年代に生まれ， 70-80年の

生涯を過ごし，ヤールカンドで逝去したと考えられるヘ作者の父Mrrza

F亙gilはアブドウッラー・ハーン即位以前にその活動が伝えられ，同ハ

ーン治世下，右翼のクシュ・ベギqush・begiとウチ・ベギuch-begiであ

りへパールジューク Barjiiq（パルチュク）の知事（~亘kim）であった（TShM,

pp. 63, 64, 70, 71）。

以上の事実より考えて，作者シャー・マフムードが，本稿で論ずるアブ

ドウツラー・ハーン治世下の諸事象を見聞し，支配層の動向を知悉し得た

であろう事は想像に難くない。その意味で，〈シャー・マフムードの歴史〉
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は同ハーン時代の諸事件を考察する上で信頼性の高い情報を提供している

と言えよう。但し記事に年代が殆ど明示されておらず（アブドウツラー

・ハーン治世の記事で絶対年代が明記されているのは4箇所である），利用

に注意を要する。

ヤルリヴ

I 1662年の鞍令

本稿で扱う「較令」とは， G.Raquette氏がその写真版を付し，内容を

紹介した一枚の文書である九それは，領事ベトロフスキー時代のロシアの

アク・サカルが遺した書類の中にあったもので， 1914年にカーシュガルに

おいて Raquette氏の手に入ったものである九同氏はこの文書をワクフ設

定証書waqfnamaと理解しようとしたが，その根拠町立簿弱である。F.Giese

氏は彼の訳文・トランスクリプションの誤りを指摘して全訳を提示し，そ

の所説を批判した問。続いて A.K. BopoBKOB.氏は，この文書が君主への奉

仕に対する恩賜を内容とするヤルリグである事を指摘した11）。

以上の学説を踏まえて，この文書の発布者・発布時期・発布地・内容の

骨子について検討しよう。尚，以下では， Raquette氏公表の上述の写真

版を「殺令」と称す。「教令」は次の2行に亘る表題で始まる問。すなわち，

我父ハーン陛下の教令による， Abual-Ghazr Yδlbars Bahadur Khan 

Ghazr，我の言葉日）

と「敢令」 1・2行目に3行目以下の文字より大きな文字で記されている。

ごの表題が「教令」の発布者を表現している事は， B.B. BapTOJihp;発見の

「シグナクの教書」や Tarikh-iAmnfya所載のヤルリグ14）や後述のシャノT

ーニー朝のハーン，アブドウル・ラティーフのヤルリグの表題から見ても

疑いない。また，それらの文書の表題はヤルリグに通例の15）「我々の言葉

( soziimiz～sozimiz）」で結ぼれており，「敷令」の「我の言葉（soziim）」は

それに対応すると考えられる。
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さて，それらの文書の表題において，「我々の言葉」はその文書の発布者

の名前のすぐ後に続けられている 16）。それ故に，「教令」の発布者は Abu

al心hazIYδlbars Bahadur Khan GhazIと見倣される。更に， Raquette

氏は「救令」本文上2箇所に捺された同ーの円形印章の銘文を YoI bars 

Bahadur Khan bin ...‘Abd All亘hKhanと判読している17）。写真版マはそ

の文字が明瞭でないが，発布者を裏付けるものと理解して良いだろう。そ

して，「我父ハーン陛下の敷令（yarl・lgh）による」と明示されているように，

この「敷令」は「父ハーン陛下の救令」に基づいてその子により発布され

たのである。

次に，発布の時期と場所を確認しよう。「救令」は次の文言で結ばれる。

捺印された崇高なる命令（ nishan）は1073馬の年~afar 月に王権の在処

Kashghar地方（wilayat）にて記された問。

つまり， 「教令」はヒジュラ暦1073年~afar 月 （西暦1662年9月15日から

10月13日までに相当）にカーシュガル地方において発布されたのである。

さて， Raquette氏は「敷令」の内容をサイフゥッラー・ベグなる人物に

カーシュガル北方のBeschgriim村付近の土地の寄進を命じたものの知く理

解した問。しかし， Giese氏はその解釈を否定し，サイフゥッラー・ベグは

寄進者でなく，水と土地の権利の受領者である事を立証した問。 Giese氏

の所説はBopoBROB氏に支持されベ更に前述したように，「敷令」が君主

の恩賜を内容とするヤルリグである事を，後者は明らかにした。「救令」に

Yar・baligh幹渠（りs悩命）のl枝渠（ar'iq）の水を，我々は思賜（soyur-

gha:l)した。そしてまた我々は，代々私有されている，境界と区分の知

られる 1区画の土地もその私有権（milklik）に同意し，承認し…・・・与

えた問。

とある。 Raquette氏の解釈は誤りであり， 筆者は後者二氏の解釈を支持
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する。尚， Yarbalighはカーシュガル河（テュメン）北方Beschgram近郊

のYarbaghligh（～Y亙rbaghlfq）に推定される23)0 

水を恩賜され，土地の私有権を認められたこの人物の名を， Giese氏は

Seifullahbeg己urと転写し，最後のとurを称号の如くに理解しようとした制。

同氏が指摘するように，「救令」 11行自に Seifullahbegに続いてChWRAS

と記されている事は明瞭で、ある。 FuadKoprtilii氏と BopoBKOB氏はそれ

を「チュラス」と読み，人名の一部にした聞が，筆者はその考えに左祖す

る。なぜならば，チョラス（～チュラス） Chor亙s（～Churiis）がモグール

Moghulの1遊牧集団であり，その出自の者が当時タリム盆地において活

動していた事は既に間野英二氏により明らかにされている聞からである。

Choras （～Chur亙s<ChWRAS）はChorasの異なる写し方と考えられ，

その人物名は SayfAllah Beg Choriisとされるべきである。尚，この人

物の活動については後述する。

最後に，「敷令」の発布者Abual-Ghazf Yδlbars Bahadur Khan 

Ghazfの歴史的位置づけを行なおう。第E章で詳論する通り，カーシュ

ガル・ハーン家のアブドウッラー・ハーンの子ヨルパルスYδlb亙rsは「救

令」発布時期の1662年にカーシュガルを支配していた。「殺令」の発布者名

にも YδIbarsと見える事が注目される。では，そのYδIbars前後の美辞

的称号を如何に考えるべきか。ここで対照すべきものは，シャイパニ一朝

のハーン，アブドウル・ラティーフによって，ホージャ・アフラールの子

孫への財産返還と免税に関して1544年に発布されたヤルリグ27）である。ア

ブドウル・ラティーフはその・表題において

Abu al-Ghazf‘Abd al-Latif Bahadur Khan281 

と表記されている。この様な表題は上述の文書の表題にも見られる却）。「救

令」のYδIbars前後の美辞的称号もそれと同様な表現である。それ故，「敷

令」の発布者はカーシュガル・ハーン家のアブドウツラー・ハーンの子ヨ
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ルパルスと断定しで誤りない。

以上論むた様に， Raquette氏紹介の1662年の紀年を持つこの文書は，ア

ブドウッラー・ハーンの子ヨルパルスによってカーシュガルにおいて発布

ヤルリグ

された敷令である。そして，その内容はサイフゥッラー・ペグ・チョラス

なる人物に水を恩賜し，土地の私有権を認めた事を骨子とするσ「敷令」は

当時のカーシュガル・ハーン家の法的権威と，その権威により経済的利益

を確保したーペグの衰を明瞭に示しているのである。

次に，「敷令」が発布された頃のカーシュガル・ハーン家内の政治状況を

整理しよう。

n アブドウツラー・ハーンの治世

(1) アブドウツラーの即イ立

アブドウツラーは第4代カーシュガル・ハーンのムハンマド・ハーン

Mu~ammad Khanの治世以来ジャーリーシュJalish（チャリシュ，カラ・

シャフル）とトゥルファーン Turf亙nを支配していたアブドウル・ラヒー

ム・ハーン‘Abdal-Ra~im Khanの長子である（TShM,p. 61）。アブドウ

ッラーは7歳の時よりミールザー・アブール・ハーディーMirzaAbu al-

H置di なるクーサン Kiisan の知事（~akim）のもとで成長し，父の死後アクス

ゥAqsiiに進出した（TShM,pp. 54; 61, 62）。他方ムハンマド・ハーンの曾

孫スルターン・マフムード・ハーン Sult亙nMahmud Khanはヤールカン

ドY亘rkandにおいてアクスゥのアプドゥッラーに対する遠征の準備をした

が，ヒジュラ暦1045／西暦1635-36年に逝去し，その兄スルターン・アフマ

ド・ハーン Sult亙nAhmad Khanが彼を継いで，ハーン位に即いた（TShM,

p. 62）。

アブドウッラーはカーシュガルに向かい，スルターン・アフマド・ハー

ンと対決し，敗れてアクスゥへ帰還したが， トゥルファーンから次弟アプ
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ール・ムハンマドAbiial-Muhammadをアクスゥヘ呼び出し，一緒にカーシ

ュガルへ軍を率いた（TShM,pp. 62, 63）。スルターン・アフマド・ハーン

は，多数の武将達（umarii’）がアブドウツラーの味方をしている事を知り，

パルフBalkhヘ逃げ，ジャーン朝のイマーム・クリー・ハーンImamQuli 

Khanの支援でカーシュガルに軍勢を率いようとしたが，その途上アンデイ

ジャーン Andijanの人々と合戦して殺された（TShM,p. 63）。一方，アブ

ドウッラーはスルターン・アフマド・ハーンの逃亡後ヤ｝ルカンドに入り，

カーシュガル・ホージャ家のホージャ・ムハンマド・ヤフヤ－ Khw亙ja

Mu~amm,ad Y a~yii 1~出迎えを受け，ハーン位（khani）に即いた（TShM,
pp. 63, 64）。それはヒジュラ暦1048／西暦1638ー39年の事であった（TShM,

p.65）。

(2) カーシュガルのヨルパルスとホタンのイプラーヒーム

アブドウツラー・ハーンは即位後カーシュガル，ヤンギ・ヒサール

Y亘命THisiir，アクスゥ，ウチUch，パミール高原中のサリグ・コル

Sarigh Qδl，ホタンKhotan，ホタン地方の町カラ・カシュQariiQ亙sh各地

の支配権をベグ達や自らの子弟にそれぞれ委ねた。すなわち，〈シャー・マ

フムードの歴史〉はハーンの即位に続けて次のとおり記す。

〔アブドウツラー・ハーンは〕カーシュガルの支配権（~ukiimat）を

Subhan QulτBeg.に定めた。抽rz亙 ShahidChorasをヤンギ・ヒサ

ールへ支配者として（be・】iukiimat)I派遣した。アクスゥの支配権

(im亙rat）をMirza‘Abd al-Sattiir Begに託した。ウチの支配権

（ ~ukiimat）を Mirza Kuchik Chor亙sに与えた。〔中略〕サリグ・コル

をMirzaShahbaz Chor亙sに委ねた。イプラーヒーム・スルターン

陛下甲吋rat・iIbrahim Sult如をホタンの国の統治（saltanat・i

mamlakat-i Khotan）にイ壬むた。 MuhammadMansur Be・gをt皮の師
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侍（atallq）にした。‘ArabBegをカラ・カシュの町（qa手aba）に派遣

した（TShM,p. 64）。

アブドウツラーの第三弟（TShM,p. 61）イブラーヒームがホタンの国の

支配者になった事が判明するが，カーシュガルの支配者について補足せね

ばならない。

その記事に明示されている通り，カーシュガルの支配権を得たのはスブ

ハーン・クリー・ベグであったが，アブドウツラー・ハーンの子（TShM,

p.61）ヨルパルスについて同史料は

〔ヨルパルスは〕8歳の時にカーシュガルの支配（imarat）に定められ， 30

年カーシュガルにいた（TShM,p. 85）。

と伝えている。ヨルパルスのカーシュガル支配の開始時は，先に整理した

父アブドウツラーの即位事情から考えて，その即位時以前に遡り得ない。

更に，ヨルパルスは後述する父のヒンドゥースターンへの逃亡後，叔父の

イスマーイールと争い，ヤールカンドを手中に収めて即位した（TShM,p. 

93）のである。それ故，ヨルパルスがカーシュガルを支配した30年間はア

ブドウツラーの在位期間（1638～39年～1668年頃，後述）に相当する。か

くの知く，アブドウツラー即住時のカーシュガルの支配者としてスブハー

ン・クリーとヨルパルスの2名が確認される。〈カーシュガル史〉に依ると
アタリク ノ、キム

前者は後者の師停であり，カーシユガルの知事で、あったのである。

(3) アブドウツラーの子弟との内証と退住

イブラーヒームはホタンを，ヨルノfルスはカーシュガルをアブドウツラ

ーの即位以後支配していたが，その治世の末期に彼との内証が生じた。以

下にその抗争とアブドウツラーの退位に至る経緯を跡づけよう。

イプラーヒームはキルギズQlrqizへの遠征において活躍したが故に長

兄アブドウッラーに恐れられた。アブドウツラーはイブラーヒームと第四
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［表〕カーシュガル・ハーン家略系図

‘Abd al-Rahim 

‘Abd Allah Abu al-Mutiammad Ibrahim Isma‘Il 

Yδlbars Nur al-Din 

‘Ubayd Allah 

弟（TShM,p. 61）イスマーイールIsma守lを追放する旨の敷令（yarlYgh）を

発し，その結果，両兄弟は長兄の敷令に従いホタンからジャーリーシュに

向かった（TShM,pp. 68, 69）。

〈シャー・マフムードの歴史〉はこの事件の年代を記していないが，清

朝史料に拠ると，次の如くに限定される。「欽定外藩蒙古同部王公表侍」巻

110担1, JI顕治12年の条に，業爾尭（<Yarkand）の表を費した克拝なる人物の

言葉として，阿都刷汗（＜‘Abdal ・ Ra~Im Khan）珂）の9子の列挙中に「伊

上里喧杢居型塑」とある。伊ト疎t伊木l主Ibr亙hirr

に他ならなし＝。克拝の言葉は順治12(1655）年頃の状況を伝えていると理

解されるから，イブラーヒームがホタンから追放されたのは1655年頃以降

と見倣される制）。

さで，イブラーヒームはホタンから追放された後カルマクQalmaqと接

触した。アブドウツラペヨルパルス父子がナリンNarin河上訴誠ア

ト・パシ互tBashiにいたカルマクに対して遠征した時，イブラーヒーム

はカルマクのイェルデン・タイシYelda6'g TayshIの子Chujkinと共にア

クサイ Aqsayにおいてその父子に敵対した（TShM,pp. 78, 79）。
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その後イブラーヒームは弟イスマーイ －）レと共にジャーリーシュ方面に

居たと思われ，イブラーヒームの行動に動揺したアブドウツラーはジャー

リーシュ，ユルドゥズYulduzへ軍を率いた。しかし，イブラーヒーム，

イスマーイール両兄弟とカルマクのセレン Sere命，イェルデン・タイシ

等はアブドウツラーとその子（TShM,p. 72）ヌールウツデイーン Nural-

DTnの軍勢の混乱に乗じて，両者を敗走させた（TShM,pp. 79-81）。 ホタ

ンから追放されたイブラーヒーム，イスマーイール両兄弟は，ジャーリー

シュ，ユルドゥズ方面においてカルマクのイェルデン・タイシとセレンの

軍事的援助を背景にアブドウツラーを脅かす勢力になっていたのである。

次に，カーシュガルを支西日していたヨルパルスとアブドウツラーとの抗

争を見なければならない。 1666年頃，ヨルパルスは父アブドウツラーに対

して叛乱を企てた。その頃，ケリヤKeriyaまでのホタンの国（mamlakat)

はヨルパルスの子ウパイドゥッラ－ 'Ubayd All砧に恩賜（soyurghal）さ

れていて，パールジュークとサリグ・コルもヨルパルス自身のものであり，

アブドウツラーには，ヤールカンドの城市（shahr）以外に勢力下の所は残

っていなかった（TShM,p. 86〕という。ヨルパルスは， アブドウツラーを

固から追い出そうという内容の手紙をヤールカンドのベ、グ達に送ったが，

ベグ達はそれに即応せず，一部のベグ達がアブドウツラーに報告した。そ

の結果，アブドウツラーはヒジュラ暦1076年shaww亙1月7日土曜日／西暦

1666年4月12日に人々を集め，日曜日にヤールカンド城市（shahr）内の広

場（charsii）においてティーニー・ベグTinTBegとナキー・ベグNaqTBeg 

なるこ人のベグを剣であの世へ送り，月曜日にヨルパルスの娘ハーンザー

ダ・ハーニム KhanzadaKhanTmを殺害し ホタンのウバイドゥッラーに

人を派遣して彼を殺した（TShM,pp.86, 87）。

ヨルパルスの父アブドウッラーに対する叛乱は，後者によるティーニー，
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ナキ一両ベグとヨルパルスの娘・息子の殺害という局面を迎えたが，この

事件のその後の展開を見る前に，叛乱に至った父子の対立を跡づけておき

たい。

その対立が生じたのは，ジューン・ガルのセンゲがケリヤに来攻した時

の事であった。先ず，その来攻の顛末を述べておこう。

Senge は Ghaldam~51 〔のカーシュガルでの略奪〕を妬んで， ケリヤ攻

撃に出て， 5干の選ばれた勇者連と共にケリヤに来た。 KhudayBerdI 

Begがケリヤの知事（~akim）であり，人を［アブドウツラー・〕ハー

ンに遣った。しかし，敵がセンゲであるのか，別の者であるのかは，

まだ知られていなかった。 〔アブドウツラー・〕ハーンはヤールカン

ドの軍と武将達（umara’）の一団を援助に派遣した。ウパイドゥッラ

ー・スルターンはホタンの軍と共にホタンから出立した（TShM,p. 

84）。

センゲはホタン軍の動向を知り，ケリヤを去った。アブドウツラーとカー

シュガルのヨルパルスはケリヤに急行してホタン軍と合流し，前進してニ

ヤ－ Niyaに到り，センゲに対し進軍して激しく戦った。結局，双方は和

議を結び，戦闘は終わった（TShM,pp. 84, 85）。

このセンゲのケリヤ攻撃の時期は，ホタンから出撃したウパイドゥッラ

ーの経歴により限定できる。〈シャー・マフムードの歴史〉は第50話「ヨル

パルス・ハーンの子ウパイドゥッラー・スルターンの事蹟の始まりについ

て（上点一一引用者）」において

〔アブドウツラー・ハーンは〕ウパイドゥッラー・スルターンをホタン

の支配(imarat）に任ビた（TShM,p. 82）。

と記し，別の箇所で，先述したウパイドゥッラーの殺害に続けて

ウパイドゥッラーの統治（saltanat）の期聞は4年3ヶ月であり，その

生涯は18年であった。（TShM,p. 87）。
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と結んで、いる。同史料にはまた，彼がホタン以外の地を支配した形跡が見

られず，ホタンを 4年3カ月支配したと考えて誤りない。ウパイドゥッラ

ーはヒジュラ暦1076年シャツワール月頃に殺されたのだから，彼のホタン

支配の開始時はヒジュラ暦1072年ラジャブ月頃，すなわち西暦1662年2月

-3月頃と計算される。故に，センゲのケリヤ攻撃の時期は1662年2月－

3月頃以降1666年4月以前に限定される。

さて，このセンゲのケリヤ攻撃に対する反撃の時に，アブドウツラー，

ヨルパルス父子の対立が生Uた。

その〔センゲのケリヤ攻撃に対する〕遠征において〔アブドウツラー

・〕ハーンとその息子〔＝ヨルパルス〕の聞に冷やかな関係が生ヒた。

それは，ヨルパルス・ハーン 36）が〔アブドウツラー・ハーンに女すして〕

ミールザー・ティーニー・ベグにヤールカンドの支配権（~ukumat）を，

ナキー・ベグにイシク・アガ職（ishik・agha-garT）を賜うよう懇願し充

ためであった（TShM,p. 85）。

と，シャー・マフムードは記している。この不和の原因となったティーニ

ー ナキ一両ベグは，前述した通り，後にヨルパルスが父アブドウツラー

に対して叛乱を企図した際に，彼によって殺された。ヨルパルスの叛乱に

至る父子の政治的対立は，両ベグに対するヤールカンドの支配権とイシク

．アガ職の授与を巡る車L離に端を発したと考えて良かろう。

ところで，父子の仲違いはカーシュガル・ホージャ家に対する両者の姿

勢にも現れていた。ヨルパルスはホージャ・ムハンマド・アブドウツラ－

Khw亙jaMu~ammad ‘Abd Allah371に敬意を払わないでいた（TShM,p. 85) 

という。のみならず，ヨルパルスは母方のおば，すなわちミールザー・ア

ブール・ハーデイー・メクリート MekrHの娘シャーブザーダ・マーヒム

Shahzada Mahimをアーフアーク・ホージ、ャ互faqKhwajaに嫁がせ（nisbat

k ard），その信奉者となった（mukhli~ wa mu‘taqid shud）のである珂）。



"'' ＇…－－，－~何一鳩山＿＿,, ＿＿＿一一門吋叩←一一一一一一時一一舵一時由四四四..I－明一朝一一間一一一一一一由民吋常時一叩－－町一一叩吋一一市一一

カーシュガル・川ーン家とペグ遼 15 

Tadhkirat al-Jahan は

ヨルパルス・ハーンは父の言葉に従わないで，横柄な事をしていた。

Khwaja Muhammad Yusufと共にホージャ・アーフアークに非常に

敬意を表していた制。

と伝えている。

他方，アブドウツラーは，ヨルパルスが尊敬しなかったホージャ・ムハ

ンマド・アブドウツラーを第三弟グプラーヒーム，第四弟イスマーイール

に対するユルドゥズ，ジャーリーシュへの遠征に同行させており（TShM,

p. 79）州，後述のヨルパルスに対するカーシュガルへの進軍の際にも同ホー

ジャと行動を共にしている。アブドウツラー，ヨルパルス父子の仲違いが

ホージャ家に対する姿勢からも窺える事は，ハーン家の政治権力とホージ

ャ家の宗教権威の関係を考える上で興味深いが，ここでは事実確認に留め

て置きたい。

最後に，アブドウツラーによる殺害事件げその後の経過と彼の退住につ

いて述べよう。ヨルパルスの叛乱企図に対して， 1666年4月にその味方と

見られるティーニー，ナキ一両ベグとヨルパルスの娘・息子を殺害したア

ブドウツラーは，アクスゥから子のヌールウツディーンを呼び出し，カー

シュガルのヨルパルスに軍を率いた。ヨルパルスはカーシュガルに近付い

たアブドウツラー，ヌールウツディーン両軍に対して彼自身の武将達

(umarii.’）を派遣し迎撃させたが，彼自身は夜半に要塞（qal‘a）から抜け出

し，カルマクの方へ逃げた。その結果，カーシュガルの国（mamlakat）は

ヌールウツデイーンに思賜（soyurgh亙I)された（TShM,p. 88）。この恩賜の

後，アブドウツラーはヨルパルスに対しケリヤ付近に遠征し，カルマクの

センゲに支援されたヨルパルスは父を撃退した叫。ヌールウツディーンは

暫くして病没し，カーシュガルにおいてキプチヤク Qi'pchaq，チョン・パ
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ギシュJδngBagish'2l・とカーシュガルの人々との聞に激しい対立が生ピた。

とかくするうち，ヨルパルスはAjurtu酬の援助でカーシュガルの要塞を攻

めに来たが，望みを失いヲ｜き返した（TShM,p. 90）。

かくの知く，アブドウッラーはヨルパルスをカーシュガルから追い出し

たものの，カーシュガルの情勢は不安定であった。前述の如く，東方ジャ

ーリーシュ，ユルドゥズ方面においても，イプラーヒーム，イスマーイー

ル両兄弟がカルマク勢を背景に長兄アブドウツラーの軍事力を凌駕する勢

力になっていた。この様な状況の下，アブドウツラーは逃亡を考え，メッ

カMakkaへ旅する用意をし， 2千人に近いキルギズの軍をヨルパルス追跡

に派遣して，ヒンドゥースターンHindustanへ向かった（TShM,pp. 90, 

91）。彼がカシュミールKashmirを経て，ムガール朝君主アウラングゼー

プの許に到着したのは，ヒジュラ麿1078年shawwal月8日／箇暦1668年3

月22日の事であった叫。

(4) ミールザー・サイフゥッラー・チョラス

I章で論むた「敷令」によってYarbaligh幹渠の1枝渠の水を恩賜され，

土地の私有権を認められたサイフゥッラー・ベグ・・チョラスの政治的位置

づけを行なう。この人物が〈シャー・マフムードの歴史｝に登場している

事を示そう。

1666年4月にアプドゥッラー・ハーンがヨルパルスの叛乱企図に対して

2人のベグとヨルパルスの息子・娘を殺害し，ヌールウツディーンと共に

カーシュガルのヨルパルスに向けて進軍した事は前述の通りである。シャ

ー・マフムードはこの行軍とカーシュガルからの迎撃の有様を次の通り記

録している。

ヌールウツディーンとその軍はアブドウツラー・ハーンの武将達（umarii’）

の一団と共にキジルQ'izilの道へ〔ヤールカンドから〕向かった。〔ア

－一一四四一戸時一一一四一一由時一時四一r一時一回一機一一一~，，，..，..，，~＝....－………一……日時い町、l同一一刈閉山一一
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ブドウツラー・〕ハーンと大貌下（l;Ia<;lrat-i‘AzTzan) 〔＝Khw亘ja

Muhammad ‘Abd All亘h］“）は下手の道を騎行した。シーグ村（qarya-yi

STg）に着いた時， DarwishMu~ammad Y as亙wulを数名の者と共に

殺した。カーシュガルから Mirza‘Air Shah BegchTk, Mirza Sayf 

Allah Choras, YamghurchT Beg SaghrTchTが多数の一団と共に

ヌールウツディーン・ハーンの道を遮った，との知らせがヌール

ウツデイーン・ハーンに届いた（TShM,p.88）。

カーシュガルからヌールゥッデイーンに立向かった者共の中にミールザ

ー・サイクゥッラー・チョラスなる人物が見える。人物名と部族的集団名

の一致と時期・場所の状況から考えて，この人物が1662年9月一10月にカ

ーシュガル地方で発布された「教令」のサイフゥッラー・ベグ・チョラス

と同一人である事は明白である。尚，前者にベグ号が附されていないのは，

前者と共に名を挙げられているミールザー・アリー・シャー・ベグチクが，

〈シャー・マフムードの歴史〉の他の箇所で‘AirShah Beg B吾gchTk,

‘Air Shah Begと呼ばれ（TShM,p. 95），ここでベグ号が落とされている

のと同じ事情であろう。〈シャー・マフムードの歴史〉において Choras, 

Begchrk等の部族的集団名が人名の後に附される代わりにベグ号が落とさ

れる例は枚挙に遣がない。

〈シャー・マフムードの歴史〉はサイフゥッラー・チョラスについてこ

れ以外の記録を残していない。彼がこの事件の前後にどんな活動を行ない，

如何なる経歴を辿ったかは，今のところ知られない。判明している事実は，

1662年のヨルパルスの「敷令」によって 1枝渠の水を恩賜され，土地の私

有権を認められた事と，アブドウツラー，ヌールウツデイーン父子のヨル

パルス攻撃に対してカーシュガルから迎撃した事とである。しかし，その

事実は，ヨルパルスのカーシュガルにおける法的権威によって経済的利益

を得た彼が現実にヨルパルスと軍事的に結び付いていた事を明示するもの
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であり，「敷令」の効力を実証ずるものであると言えよう。

おわりに

以上筆者は，そこに現れるベグ職名や特殊用語の検討などの研究岨）を除

いては等閑に付されて来た感がする1662年の「教令」についてその歴史的

位置づけを試みた。それと共に〈シャー・マフムードの歴史〉に拠り，当

時の政治情況を明らかにLた。

アブドウツラー・ハーンの敷令に従い，その子ヨルパルスにより発布さ

れた「教令」は当時のカーシュガル・ハーン家の法的権威の実在を具体的

に示している。「敷令」により経済的利益を得たサイフゥッラー・チョラス

なるべグがヨルパルスに軍事奉仕している事実は，ハーン家権力を支えた

社会的基盤が何であったかを想定させるに十分である。政治史上で言えば，

「敷令」発布時はヨルパルスがアブドウツラーから離叛する数年前に当たり，

既にイプラーヒーム，イスマーイール両兄弟がカルマク勢と接触している

頃だった。

「敷令」の内容自体については不十分にしか論及できなかったが，それが

保証したーペグの経済的利益の分析と当該地域の住民に与えた影響などに

ついては，内容のより一層の検討と相倹って後考に譲りたいと思う。

注
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ない（Raquette, op. cit., SS. 7・8.）。

13) J:Ia~rat-i Khan dadam yar・l'igh'id'inAbu al・Gh亙zIYolb亙rsBahadur Khan 

Ghazi soztim. （「敷令」 1-2行目）。 Raquette氏はdadamを「我が父

(Mein Vater）」（Raquette,op. cit., S. 18）と， Giese氏は「我が祖父
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正美氏の御好意により所蔵のマイクロコピーを複写利用し得た。 謝意を表
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2 . (950A. H./1543・44A.D., Slghnaq) 

Abu al-Ghazi‘Abd al-Ra~lm Kh亙nBahadur Sul tan soz首miz.

3. (jumad! al・thanl1006 A. H./1598 A. D.) 

huwa al-hayy. Ab百al-Ghazi‘AbdAllah Khan Bahadur Sul tan 

sozi.imiz. 

4 . （‘ashur 1044 A. H./1634 A. D., S1ghn亙q)

Abu al-Ghazi‘Ubayd Allah Bahadur Sultan sozi.imiz. 

5 . （手afar945 A. H./1538 A. D., Samarqand) 

Ab百 al-Ghazi‘UbaydAllah Bahadur Kh亙nsozimiz. 

15) 0. ,IJ;.可0XOBH'I,(CaMapKaH瓜.CKH0即時間HTLIxv -XVI BB・）, MocKBa, 1974, 

CTp. 37. 

16）注14）のトランスクリプション参照。

17) Raquette, op. cit., S. 9. 

18) muhrluq nishan-i 'all-shan t亙rlkhming yetmish i.ich at y!ll手afarayl 

dar al・saltanaKashghar wilayafida bitildi. （「敷令」 22行自， Raquette

氏校訂テキスト op.cit., S. 16）。

19) Raquette, op. cit., SS. 3-4. 

20) Giese, op. cit., SS. 281, 283. 

21) BopoBKOB, YKaa. cTa., cTp. 345. 

22) Yarballgh ostangidin bir arlq su soy百rghalq!lduq. wa taql bir qi r a 
yer・ima‘lum al-hudiid wa al・faw亙sil,ki aban 'an jaddin milk! kelip 

turur, taq"i milklikini qabul qll"ip, wa m田 allamtut up, [ waqf q°il"ip] 
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berdiik. （「敷令」 14-15行目）。 BopoBKOB氏が指摘したように，［waqf

q'il'ip］は異なる筆跡で記されており，後世の改ざんと思われる（Bop個別B,

¥xaa. c四・， CTp. 345）。 ostli亀（ustang）と ar!qに関しでは，堀直「清代四冨

の水利滋誠一一19～20世紀のヤールカンドを中心として一一」『大手前女子

大学論集』第14号， 1980,74-75頁参照。

23) Raquette, op. cit., S.22, Anm.1. 

24) Giese, op. cit., S. 280, S. 280, Anm.4. 

25) Fuad Kopriilii, (Bibliyografya) Eine Kaschgarische wakf・u比undeaus 

der Khodscha・zeit ost-Turkestan ( G. Raquette), Vakiflar Dergisi, Say1, 

I, Ankara, 1938, p. 159. Bop佃 HOB,¥xaa. CTa., CTp. 345. 

26) Eij i Mano, Mogh百listan,Acta Asiatica, 34, Tokyo, 1978, pp. 47, 51, 59. 

27) 0.瓦．可eXOBH'I,¥xaa. CO'I., CTp. 37-38. 

28) TaM me, CTp. 311. 

29）注14）のトランスグリプション参照。

30) 0.φ. AKHMymKHH, ¥xaa. CO'I., CTp. 211の露訳参照。尚，彼の laqabは

Khwaja Sh亘diであり，彼は KhwajaMu~mmad ls~aq の第 3 子として生ま

れ，ヒジュラ暦1055I西暦1645-46年に逝去した（TShM,p. 70）。

31) AKH町田町四，￥xaa.co可.， CTp. 309，注278所引。

32）『園朝香献類徴初編』巻首所収。

33）羽田 明「明末清初の東トルキスタンーーその回教史的考察一一」『東洋史

研究』 7-5,1942, 12頁；佐口 透「チャガタイ・ハン家の末言語とi青朝」『東

西文化交流史』雄山閣， 1975,367頁。

34）同じく克斧の言葉として「阿布勤阿恰歎特汗居吐魯番，先二年卒」とある。

阿布勅阿日合験特汗，すなわち Abiial-Mu~ammad Khanが死んだのはヒジュ

ラ暦1066年／西暦1655年10月31日～1656年10月19日と伝えられている（TShM,

p. 76）。両者の紀年が食い違っているのは不可解であるが，今のところ， い

ずれが正しいのか断定できない。

35）ホショットのオチルトゥ・チェチェン・ハーンの子である（AKHMymKHH,

y11aa. co哩.CTp. 316, ?c主323）。

36) ｛シャー・マフムードの歴史〉では，ハーンとなった人物は即住以前でもハ

ーンと呼称されている。

37) AIIHMY皿KHH,¥xaa. co喧.， CTp. 233の露訳参照。尚，彼はホージャ・ムハンマ

ド・ヤフヤーの長子である（TShM,p. 70）。

38) Anis al-'falib"i'n, A阻 MYillKHH氏校訂テキスト（γxaa.CO'I.) cTp. 339; Ms. 

Ind. Inst. Pers. 45, fol. 103 b. 
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39) Yo al bars (sic) Khan atas"in"ing sozigii kirmiiy, gustakhl"iq q"ilur erdi. 

Khwaja Muhammad Y百sufbilii Khwaja Afaqgha bisy亙ri‘zaz ikramlar 
q"ilur erdi. (British Museum, OR. 5338, fol. llb; lnstitut de France, 

ms. 3357, fol. 20a）両写本は演田正美氏の御好意により，所蔵のマイクロ

コピーを複写利用し得た。謝意を表する次第である。尚， Tadhkiratal-

Jahan は戸斤誇Tadhkira-yiKhwajag亙n（あるいは， Tadhkira-yi‘Azizan) 
の正式の題名である（Masami Hamada, Islamic Saints and Their Mauso-

leums, Acta Asiatic仏 34,Tokyo, 1978, p. 90, footnote, 48）。

40) AKHMYIDKHH, YKaa. CO'I., CTp. 227の露訳参照。

41) A悶 MymKHH,YKaa. CO'I., CTp. 318，注334所引のいーシュガル史〉。

42）キプチャクとチョン・パギシュはキルギズの部族（IIJI0MH）である（M.A.

CaJiaxeTAlfHOBa, Co'IHHeHHe Myx匝MMB月－Ca'Ai.rKaKamrapH "TaaKHpa-H 

XO且maraH”KBKHCTO'IHHK no HCTOpHH KHprH30B, (HaueCTHH A閉店0MHH
HB戸 KupruacKo曲 CCP),TOM 1, Bl>III. 1，φpyaae, 1959, cTp. 98）。

43）校定テキストに AJWRTWと表記されている。 qHMHT瓦OplRH0B氏はこの人物

をホショットのオチルトゥ・ハーン（オチルトゥ・チェチェン・ハーン）と

見f放している（ill.B.可HMHT瓦OplRH0B, (B呂阻MOOTHome回 HMoarOJIHH H 
CpeAHe曲 AaHHB xvn-xvnI BB.), MocKBB, 1979, CTp.13）。恐らしその

同定は正しいであろう。

44) AKHMYIDKHH, YKaa. CO'I., CTp. 318，注338参照。 ＇Ala11トgfγ Numa,Calcutta, 

1868, pp.1064・65.

45) AKHMymKHH, YKaa. co可.， CTp. 236の露訳参照。

46）嶋田裏平「ホーヂ、ャ時代のベク達」『東方学』第3輯， 1952, 71・74頁。同氏

「清代回轟の人頭税」『史学雑誌、』 61-11, 1952, 36頁，注11）。久保田文次

「清代東トルキスタン農業問題に関する一試見ー北口透氏の所説につい

て一一」『史潮』 71号， 1960, 37 ・ 4~真。佐口 透 『18-19世紀東トルキス

タン社会史研究』吉川弘文館， 1963, 117-118頁。同氏，前掲論文， 62頁。

堀氏，前掲論文， 73-74頁は水利濯減との関連で内容に触れている。

［付記〕本稿は1981年8月25日にアジア文化研究会・若手ユーラシア研究会・

北陸ユーラシア研究会合同合宿において口頭発表したものである。席上諸氏

より有益な助言を項いた。ここに謝意を表したい。

（大学院学生）


